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研究成果の概要（和文）：在宅訪問栄養食事指導の現状とニーズの把握のため、介護における各専門職にアンケ
ート調査を行い、在宅で求められる栄養食事支援のコアとなる知識・スキル・行動／態度に関する教育目標を明
確化し、管理栄養士養成課程における在宅栄養支援実践力を養う模擬患者（ＳＰ）演習プログラムの開発を行っ
た。
栄養ケアプロセスに沿った評価項目に対する学生の自己効力感に焦点をあて評価したところ、学生自身が実践の
ための具体的な自身の課題を把握することに役立つ教育プログラムであることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated　the current state and needs in home-visit nutritional 
support for each specialist of the home health care. And an object of education was clarified about 
the knowledge, the skill and the action/attitude which become a core of the nutritional care support
 required at home care and developed a simulation patient practice program to cultivate practical 
skills of home nutrition support in a registered dietitian training course.
We evaluated this program by the item along the nutritional care process and made clear that it was 
the educational program that student oneself could find a concrete problem for practice.

研究分野：応用栄養学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始した５年前は、在宅療養支援
のニーズが高まりつつあったが、在宅訪問栄
養食事指導に対する取り組みは遅れをとっ
ていた１)。ケアプラン作成の鍵を握るケアマ
ネジャーに対して行われた調査では、在宅に
おける栄養管理の要望はあるものの、栄養食
事指導や管理栄養士の存在自体に関して認
識が低いと報告されており２)、また管理栄養
士自身も在宅訪問栄養食事指導に関する知
識が少ないことが窺われる状況であった。そ
うした中、管理栄養士養成課程の授業におい
て、在宅療養支援や在宅訪問栄養食事指導に
関する内容が取り上げられることは少なく、
実際、管理栄養士養成課程在学学生（３年次
生）を対象に実施した我々の調査結果では、
在宅訪問栄養食事指導に対する認識の低さ、
知識不足、支援技術への不安が窺われた。そ
こで、学生の在宅療養支援における管理栄養
士としての使命感や志気を高め、在宅療養支
援や在宅訪問栄養食事指導についての効果
的な実践教育方法を検討し、授業に取り入れ
ていくことが急務と考えられた。 
 
２．研究の目的 
在宅療養および介護予防において、他職種
と協働して在宅療養者および特定高齢者の
心身の健康管理に栄養・食事の面から貢献す
ることの出来る管理栄養士を育成するため
の教育プログラムの開発を研究し、実践教育
へと展開することを目的とした。 
在宅高齢者個々人に応じた栄養ケア・マネ
ジメントに必要な基本的知識と技術を統合
させ、在宅療養者を支援する管理栄養士を育
成するための教育目標を設定し、受講学生が
訓練された模擬患者（療養者）を対象に栄養
食事指導を行い、それを学生自身が客観的に
評価する実践的トレーニングを中心とした
実践教育プログラムを開発し、それをテキス
ト化して実際の授業に取り入れ、実践教育プ
ログラム実施による成果を評価し、そして本
プログラムの更なる改善向上を図り、管理栄
養士養成における在宅療養支援教育プログ
ラムについて探求する場を構築していくこ
とを目的として本研究に取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
(1) 介護支援専門員および在宅訪問栄養食
事指導を実施している管理栄養士に対する
半構造化インタビューを実施し、ＫＪ法によ
る設問項目の抽出と整理の後、精選審査を経
て設問項目を決定し、「1.全く思わない」～
「5.とても思う」の５択による調査票を作成
し、介護支援専門員、訪問看護師、訪問介護
員、在宅訪問栄養食事指導を実施している管
理栄養士に対して郵送法にて調査を実施し
た。 
(2) 前述の調査結果をもとに、管理栄養士養
成課程学生および高度専門職業人養成大学
院修士学生における在宅訪問栄養食事指導

実践力向上のための教育目標を検討した。 
打ち立てた教育目標において、教育プログラ
ム実施後に学生が自身で評価するための評
価項目を国際標準化された栄養ケアプロセ
ス３）に従い設定した。 
 
(3)おかやま SP 研究会の協力により、模擬患
者（SP）としての訓練を十分に受けている SP
を活用した教育プログラムおよび教育媒体
の開発を行った。 
 
(4)開発した教育プログラムを実際に管理栄
養士養成課程の授業に取り入れ、医療系大学
内において取り入られている専門臨床試験
OSCE(Objective Structured Clinical 
Examination)の手法を応用し、実践適応力に
ついて前述の評価項目に従い、SP を活用した
教育プログラム実施前後において、学生自身
が自己評価を行った。評価項目の質問への回
答は、「実践することが難しい」「少しは
（時々）実践できる」「半分程度は実践でき
る」「７～８割程度は実践できる」「８割以上
は実践できる」の 5 段階から選択させ、「実
践することが難しい」１点から「８割以上は
実践できる」5点に得点化した。また、SP を
活用した教育プログラム実施前の合計点を
四分位により低得点群を「Q１」、高得点群を
「Q３」として３群に層別した。SP を活用し
た教育プログラム実施後の評価記入用紙に
は、意見・感想を記入する自由記述欄を設け
た。これらの結果より、本教育プログラムの
成果を評価した。 
 
(5)本教育プログラムに関する情報発信を行
い、さらなる改善向上を図るべく、教育プロ
グラム探求の機会や場を求めた。 
 
４．研究成果 
(1) 在宅療養者を支援する管理栄養士育成
における教育目標を模索するために、在宅療
養支援に携わる訪問看護師、介護支援専門員、
訪問介護員を対象として、管理栄養士が行う
在宅栄養支援として必要と思う事項や技能
を問う調査を実施したところ、その結果、在
宅栄養支援として必要と思われている事項
12項目のうち、「利用者本人が、栄養・食事
改善について理解できるよう説明をする」
「疾病予防・治療に関する基本的知識(臨床
栄養学)に基づき情報提供を行う」「各利用
者に応じた調理方法を調理担当者やヘルパ
ーに分かり易く伝達する」「食材の選び方、
新しい食品の紹介など食に関する情報を提
供する」「栄養支援により得た情報を記録し、
他職種へ正確に伝達する」において、全ての
職種が「とても思う」「少し思う」と半数以
上回答した。 
 また、在宅療養者に対する栄養支援に対す
る自由記載形式の任意回答についてテキス
トマイニング分析を行った結果、管理栄養士
に求める技術・能力では他職種からは「利用



図 学習分類 A における受講学生個人および
四分位の自己効力感の得点変化の頻度分布 

者」「コミュニケーション」「指導」、「合わせ
る」、「調理方法」「提案する」「生活」が、管
理栄養士では「コミュニケーション」「利用
者」「食支援の専門知識技術」が挙げられた。 
 
(2) 前述の調査結果より、他職種から利用者
の家族や生活に合わせた食支援が求められ
ていることが示唆され、他職種の重視する視
点を踏まえ、管理栄養士のもつ専門的知識や
技術を対象者に必要な支援に活かしていく
教育目標にそった評価項目を検討した。 
 栄養ケアプロセスを基盤におき、「A.医療
倫理と対人スキル」「B.記録、プレゼンテー
ション」「C.医療（介護）チームの一員での
役割」「D．栄養アセスメント」「E．栄養診断」
「F．栄養管理計画・栄養介入」「G．モニタ
リングと評価能力」の７つの学習分類を設け、
１つの学習分類あたり２～６問、総計 25 問
の評価項目を設定した。 
 
(3)教育プログラムは、次の流れで開発、実
施を行った。まず、在宅栄養支援を必要とす
る療養者の事例を３～４題設定し、各事例の
病態、栄養状態、食生活状況などのプロフィ
ールを作成し、おかやま SP 研究会の SP と事
前に十分な打ち合わせを行った。事前として、
受講学生にもプロフィールを配布し、各自で
栄養アセスメント、栄養計画をあらかじめ行
えるようにした。そして、授業当日、受講学
生をグループに分け、グループ毎に事例別の
場面設定に別れ、その場で管理栄養士役の学
生を指名し、グループ内の残りの学生が観察
者、教員がファシリテータを担った。①SP に
対する８～10 分の模擬面接の実施、②15 分
程度のフィードバック、③次の場面への移動、
①～③を繰り返し、学生全員が模擬面接を実
施した後、事後として全体へのフィードバッ
クを行い、プログラムを進行しながら同時に
各事例の記録もとるようにした。SP を活用し
た教育プログラムは、以上のとおり事前、SP
に対する模擬面接、事後の３部構成とした。 
 
(4)管理栄養士養成課程 3年次生 90人に対し、
SP を活用した教育プログラム実施前後にお
ける学生の自己効力感に着目した前述の評
価を行った結果、「A.医療倫理と対人スキル」
「D．栄養アセスメント」「F．栄養管理計画・
栄養介入」および合計点において有意な増加
がみられた。また、合計点の四分位による３
群の層別において教育プログラム前後にお
ける自己効力感についての得点の変化をみ
たところ、図は「A.医療倫理と対人スキル」
の学習分類における変化を示したが、７つの
学習分類全てにおいて、「Q１」は教育プログ
ラム実施後に実施前より得点増加がみられ、
「Q３」は得点減少がみられた。 
 「Q１」に「自信が持てた」、「Q２」「Q３」
に「自分に足りないところがよくわかった」
との記述がみられ、本教育プログラムにより
学習の動機づけや気づきを引き出し、実践的

な在宅栄養支援トレーニングに繋がると考
えられた。 

 
(5)本教育プログラムについて、第 61回日本
栄養改善学会学術総会研究自由集会、第４回
日本栄養学教育学会学術総会でのラウンド
テーブル形式の発表などの場において、広く
意見を聴取した。また、本プログラムに基づ
いた実習方法のテキスト化を行った。 
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